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論文審査の要旨

癌性骨格筋萎縮は癌患者の治療忍容性を低下させ予後を不良にするため、 これを抑制

することは癌治療において大きな課題とされる。本研究では、マウス悪液質モデルに対

して、中鎖脂肪酸（ラウリン酸、LAA ）と糖質（グルコース、 GLC ）の効果を検討して

いる。

CT26 マウス大腸癌細胞の BALB /cマウス腹膜接種による悪液質モデ、ルに対して、

2%LAA 食、 10%GLC 飲水と両者併用を行い、腫虜増大と骨格筋萎縮への影響を対照群

と比較検討した。 LAA 単独では骨格筋成熟度が改善し腫蕩増大は抑制されたのに対し、

GLC 単独では骨格筋萎縮は抑制されたが腫療は顕著に増大した。 LAA とGLC の併用で

は、骨格筋萎縮は抑制され、 LAA による腫蕩抑制と GLC による腫蕩増大が相殺され腹

水も減少した。 HT29 ヒト大腸癌をヌードマウス腹膜接種モデ、ルにおいても同様の結果

が得られた。

公聴会では、腫蕩抑制作用の低下に関わらずLAA とGLC を併用する意義や栄養介入

と運動負荷の併用効果に関する質問に対して、栄養介入では腫蕩抑制効果よりも併用に

よる骨格筋重量増加と成熟度促進効果を重視したこと、および、癌患者での運動負荷は

効果が得にくく栄養介入とのバランスが重要であるとの回答が得られた。

本研究により、 LAA とGLC を併用した栄養介入は癌を増大することなく 、癌性骨格

筋萎縮を予防 ・改善する可能性が示唆された。癌治療における有効な栄養介入の方法を

示す重要な研究と看倣される。参考文献と併せ医学博士の学位に相応しいと判断される。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに分子腫療病理学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。
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